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ロ性
犯
罪
は
あ
な
た
の
身
の
回
り
に
も
起
こ
り

う
る
犯
罪
で
す
。
性
犯
罪
者
は
、
巧
み
な
言
葉
や
手
段

を
使
っ
て
あ
な
た
に
近
づ
き
ま
す
。
犯
罪
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、
甘
い
言
葉
や
誘
い
に
は
注
意
し
、
日
頃

か
ら
防
犯
対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・

夜
間
の

一
人
歩
き
を
避
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
明
る
い
道
や
人
通
り
の
多
い
道
を
歩
く
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
　

エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
る
と
き
は
全
体
を
見
え
る
よ
う

に
壁
を
背
に
し
て
、
ド
ア
開
閉
ボ
タ
ン
が
押
せ
る
位

置
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

・

電
車
内
で
は
で
き
る
だ
け
人
目
の
あ
る
座
席
側
に

立

つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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平
成

一
七
年
中
に
県
内
で
発
生
し
た
人

の
う
ち
自
転
車
が
関
係
し
た
事
故
は
、
全

分
の
１
を
占
め
、
こ
の
う
ち
四
九
人
が
自

用
中
に
亡
く
な

つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

用
者
に
交
通
違
反
が
あ

っ
た
人
身
事
改
が

上
あ
り
ま
し
た
。

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で
す

り
方
に
よ

っ
て
は
凶
器
に
も
な
り
、
他
人

を
さ
せ
た
り
、
時
に
は
死
亡
さ
せ
て
し
ま

事
故
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
５
月
中
、
自
転
車
安
全
利

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
自
転
車
の
安
全
利

び
か
け
ま
す
。
自
転
車
は
道
路
交
通
法
上

車
同
様
車
両
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け

車
社
会
の

一
員
と
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
と

を
守
り
自
転
車
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

再
三
の
指
導
警
告
に
従
わ
な
い
利
用
者

挙
措
置
で
望
み
ま
す
。

～
つ
い
、
う
っ
か
り

・
・
・

で
は
す
み
ま
せ
ん
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ぶ
つ
～
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に  マ ま
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用 用  う に が  4 転 転 体 身

は  ナ す 自 を キ  加 け
｀
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議      警

草
違
反
取
り
締
ま
り
は
、

一
、
放
置
車
両
確
認
事
務
の
民
間
委
託

一
一、
車
両
の
使
用
者
に
対
す
る
放
置
違
反
金
の
納
付
命

令
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

も
し
期
限
内
に
放
置
違
反
金
を
納
め
な
い
場
合
は
自

動
車
検
査
証
が
交
付
さ
れ
な
く
な
り
車
両
は
使
用
で
き

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
も
う

一
度
、

コ
」こ
は
停
め
て
い
い
場
所
な
の
か
な
？
」

と
、
確
認
し
て
か
ら
駐
車
し
ま
し
よ
う
☆

交 番_ 事件 r _ 事故
( 3 月 2 1 日 ～ 4 月 2 0 日 ま で の 問 )

自 転 車 盗 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 件

オ ー トバ イ 盗 ・ ・ ・ 5 件

器 物 損 壊 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 件

空 き巣 ・ , ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・3 件

色 情 盗 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・2 件

車 上 狙 い ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・2 件

部 品 狙 い 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 件

万 引 き ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 件

置 き 引 き 、倉 庫 荒 ら し、 詐 欺 、

傷 害 、 暴 行 ・ ・各 1 件
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i 自 転車乗車中や道路横断中の交通事故

!が 多発しています。事故を分析すると以下

|の点に注意すれば防げるものが大半です。

発生件数 死 者 数 負傷者数 輸損事故

165件 2人 194人 551件

自転卒。歩行争の関係する交■事故発生快混

高齢者事故
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計

自転車乗車中 0 4 2 7 10 22 45

歩  行  中 0 2 0 0 15(2) 24

『まだ間に合う」はsrもう危険J
「まだ間に合う…・Jという判断でわたるのはとても危険。近
ずいてくる車があるときは、通り過ぎるまで待ちましよう。

止まる

よく見る

『とまつてゆずって、たしかめて」
一時停止の標識のあるところや見通しの悪いところでは必
ず止まりましょう。

『夜の道 白い服装 反射材」

夜は、車から歩行者や自転車が見えにくいので、夜光反
射材を必ずつけましょう。

確かめる
『とび出すな 事の後に また車」
止まっている車の直前直後の横断は、運転者から見えにく
く危険です。必ず止まつて安全確認をしましょう。

7〃ヵ舟h

『やめましょうどこ輸濃る思いクセ」
少し速回りでも、横断歩道や信号機を利用してわたりましょ
つ。

合図
『急に横切る思いくせJ
道路の左側端から急に右析するのは危険です。左側端で一旦止ま
つて、前や後から来る車がないか費金を確認しましょう。


